
（様式第１号） 
新 規 調 査 研 究 計 画 書 （ 全 体 計 画 ） 

 
調査研究 
課  題 

「感染症発生動向調査事業に係る次世代シーケンサーを用いた病原体の

網羅的解析および疾病等への関与」に関する試験研究 
計画期間 令和元年度～６年度 ６年間 

背 景 
必 要 性 

当所では，平時より茨城県感染症発生動向調査事業における把握疾患の原

因病原体の特定に努めているが，通常の検査（PCR 法や培養細胞によるウイ

ルス分離等）では，疾患に関連する有意な病原体が特定されない症例が散見

される。そのため，病原体の種類を限定することはなく検索可能な次世代シ

ーケンサー（NGS）を平成 30 年に整備したことから，NGS を用いた検査も

一部症例について実施している。 

しかし，原因病原体が特定されていない症例への NGS による解析報告は

少なく，十分なデータが集積されていない現状にある。 

目  的 
有意な病原体が検出されなかった症例について，NGS による病原体の網

羅的解析結果および患者の疫学情報を用い，疾患への病原体の関与と臨床症

状等に与える影響について，新たな知見を得ることを目的とする。 

計画内容 

茨城県感染症発生動向調査事業の一環で病原体検査を実施したが，通常の

検査（PCR 法や培養細胞によるウイルス分離等）では有意な病原体が検出さ

れなかった症例（概ね 100 症例）を対象とする。 
NGS による病原体の網羅的解析により得られた病原体情報と患者の疫学

情報を総合的に検討し，疾患への病原体の関与と臨床症状等への影響につい

ての解析を行う。 
研究目標 
（達成しよ

うとする成

果及びその

活用方法） 

 疾病への病原体の関与と臨床症状等への影響について新たな知見を得

ることは，今後の感染症の診断・治療に寄与するとともに，病原体特定の

向上につながる検査法の改善に資する。 

実施上の 
課題及び 
対  応 

 

備  考  

 



（様式第 10 号） 

事 前 評 価 結 果 報 告 書 

令和 ２年１１月２４日 

  

 調査研究課題 感染症発生動向調査事業に係る次世代シーケンサーを用いた病原体の網

羅的解析および疾患等への関与に関する試験研究 

 

評価項目 評 価 意 見 備 考 

①必要性 

   
 

 

５，５，５，５，

５，５，４ 

  

平均評価点 

４.９ 

 

・通常の検査では検出できない，不明疾患へ

の対応の一環として高く評価できる。 
・原因病原体が未特定の症例への NGS（次世代

シーケンサー）を用いた新規のアプローチ

として意味のある課題である。 

・急性脳炎は迅速な対応が必要な疾患であり，

社会的・行政的必要性は高い。 

・新型コロナウイルス感染症が流行する中で

のこの研究は非常に重要である。 

 

 

 

 

②目的の適合性 

 

 

 

５，５，５，５，

５，５，４ 

  

平均評価点 

４.９ 

 

 

 

・過去の衛生研究所の通常検査で病原体が特

定されていない症例について改めて NGS で

解析する課題であり，衛生研究所にふさわ

しい研究である。 
・すでに NGS の解析基盤は確立されているの

で問題ない。 
・方法と有用性の検討を衛生研究所で行うこ

とは，県民の健康を守るうえでふさわしい。

NGS 解析の普及には国の機関の関与が必要

だと思う。 

 

 

 

 

③計画内容等の 
妥当性 

 

 

５，５，５，５，

５，４，３ 

  

平均評価点 

４.６ 

 

・研究内容は妥当である。 
・分析対象試料と臨床情報はあるので，期間，

方法，費用共に妥当。 

・NGS は所有しているため試薬代のみなのかも

しれないが，研究内容に対して予算が少な

い。 

 

 

 

 

④目標の達成及び 
活用可能性 

 

 

５，５，５，５，

５，５，４ 

  

平均評価点 

４.９ 

 

・不明疾患の病原体検出結果として大いに活

用できる。 

・原因不明の症例の解明と，今後の診断・治

療に役立つと期待される。 

・25検体であれば達成可能であると考える。 

 

 

 

 

 

⑤総合評価 

 

 

 

５，５，５，５，

５，５，４ 

  

平均評価点 

４.９ 

 

 

 

・不明疾患の病原体迅速網羅解析は極めて重

要であり，高く評価できる。 

・感染症と病原体に関して新たな知見が得ら

れる可能性のある研究である。 
・個別の病原体検査では判定できない場合の

強力なツールになり，結果が期待される。 
・将来的に，治療中の患者に適用できる範囲

の時間で結果が得られ，臨床で応用される

ことが望まれる。 
・急性脳炎には非感染性による症例が存在す

 

 

 

 



る可能性も考えられるので，症状などの病

態との関連性にも注目してほしい。 

⑥計画実施の評価 

  A：実施相当 

 B：計画を見直し  

   実施相当 

 C：実施不可相当 

 

 

 

 

 

A：７人 

B： 

C： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最終評価   評価の理由や助言等 

 （評価「B」の場合は見直しを要する事項） 

 

 

 

Ａ  Ｂ  Ｃ 

 

 

  評価点 １：不良  ２：やや不良  ３：普通  ４：やや良好  ５：良好 

 
 


